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現
在
、
多
く
の
発
達
し
た
産
業
国
家
で
は
、
国
際

均
衡
（
国
際
経
済
協
調
）
と
国
内
均
衡
（
国
民
諸
階

層
間
の
利
害
調
整
）
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
が
以

前
よ
り
も
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
そ
し
て
、
各
産
業
国
家
に
お
い
て
、
こ
の
バ
ラ

ン
ス
を
ど
の
よ
う
に
と
る
の
か
が
大
き
な
課
題
に

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
背
景
に
は
、

近
年
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
と
し
て
、
多
か
れ

少
な
か
れ
、
各
産
業
国
家
が
市
場
原
理
を
重
視
し
、

新
自
由
主
義
的
な
政
策
を
展
開
し
て
き
た
け
れ
ど

も
、
貧
富
の
格
差
や
一
部
の
国
内
産
業
の
衰
退
な
ど

が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
皆
が
Ｗ
ｉ
ｎ
に
な

る
こ
と
が
難
し
い
だ
け
で
は
な
く
、
Ｗ
ｉ
ｎ
に
は
決

し
て
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
々
が
増
え
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

二
〇
二
二
年
に
行
わ
れ
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
総
選

挙
、
フ
ラ
ン
ス
の
大
統
領
選
挙
で
は
極
右
勢
力
の
躍

進
が
目
立
っ
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
二
〇
一
〇

年
代
に
入
っ
て
か
ら
市
場
原
理
重
視
の
穏
健
党
の
議

席
数
が
減
少
し
続
け
、
二
〇
二
二
年
の
総
選
挙
で
は

第
三
党
に
転
落
し
た
。
そ
れ
に
代
わ
っ
て
反
Ｅ
Ｕ
、

反
移
民
で
福
祉
を
重
視
す
る
極
右
の
民
主
党
が
台
頭

し
、
穏
健
党
を
抜
い
て
第
二
党
に
な
っ
た
。
フ
ラ
ン

ス
で
は
古
参
の
極
右
政
党
で
あ
る
国
民
連
合
（
国
民

戦
線
）
が
根
強
い
人
気
を
堅
持
し
て
い
る
。
極
右
政

党
は
反
Ｅ
Ｕ
、
反
移
民
を
掲
げ
、
政
府
の
市
場
原
理

重
視
の
政
策
や
新
自
由
主
義
的
な
政
策
が
も
た
ら
し

た
ひ
ず
み
や
政
策
の
失
敗
を
批
判
し
、
国
内
均
衡
を

重
視
し
て
い
る
。
極
右
政
党
の
台
頭
は
移
民
問
題
抜

き
に
は
語
れ
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
経
済

や
政
策
面
の
問
題
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
上
記
と
異
な
る

動
き
を
見
せ
て
い
る
。こ
れ
ま
で
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
は
国
際
協
調
面
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、

貿
易
額
や
投
資
額
を
増
加
さ
せ
て
き
た
。
し
か
し
、

Ｅ
Ｕ
加
盟
後
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
農
業
や
一
部
の
産

業
は
一
層
の
不
振
に
陥
り
、
な
か
で
も
農
業
で
は
農

家
戸
数
、
農
業
人
口
と
も
に
激
減
し
た
。
失
業
率
も

若
年
者
を
中
心
に
継
続
的
に
高
い
。
さ
ら
に
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
政
府
は
、
経
費
支
出
削
減
や
減
税
な
ど
の

諸
政
策
を
行
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
緊
縮
財
政
や
市

場
原
理
重
視
が
福
祉
費
の
削
減
や
福
祉
の
見
直
し
、

福
祉
の
民
間
委
託
化
や
民
営
化
に
結
び
つ
い
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
二
〇
一
九
年
四
月
の
総
選
挙
で

社
会
民
主
党
が
市
場
原
理
重
視
の
国
民
連
合
党
、
反

移
民
と
反
Ｅ
Ｕ
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
党
を
抑
え
第
一

党
に
躍
進
し
た
。
以
前
の
社
会
民
主
党
は
国
民
連
合

党
な
ど
と
の
連
立
政
権
に
向
か
う
ケ
ー
ス
が
少
な
く

な
か
っ
た
が
、
今
回
は
左
翼
同
盟
、
緑
の
党
、
中
央

党
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
民
党
と
の
五
党
連
立
政
権
を

つ
く
っ
た
。
中
道
左
派
政
権
（
マ
リ
ン
政
権
）
の
誕

生
で
あ
る
。
早
速
マ
リ
ン
政
権
は
保
健
医
療
福
祉
改

革
（
Ｓ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
改
革
）
で
特
徴
あ
る
政
策
を
打
ち
出

し
、
改
革
を
実
施
に
移
し
た
。
二
〇
一
〇
年
代
後
半

に
中
道
右
派
政
権
が
市
場
重
視
の
Ｓ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
改
革
を

行
お
う
と
し
、「
選
択
の
自
由
」
の
重
視
と
サ
ー
ビ

ス
供
給
に
お
け
る
民
間
活
用
の
強
化
を
め
ざ
し
た
が

失
敗
に
終
わ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
マ
リ
ン
政
権
は

市
場
重
視
に
批
判
的
な
Ｓ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
改
革
を
提
起
し
、

サ
ー
ビ
ス
供
給
に
お
け
る
公
の
役
割
を
重
視
し
た
の

で
あ
る
（
詳
し
く
は
拙
著
『
北
欧
福
祉
国
家
と
国
庫

補
助
金
―
国
庫
補
助
金
改
革
と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
福
祉

国
家
の
変
容
―
』
公
人
の
友
社
、
二
〇
二
三
年
二
月

を
参
照
さ
れ
た
い
）。

　

今
後
、
Ｓ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
改
革
に
と
ど
ま
ら
ず
、
マ
リ
ン

政
権
は
独
自
性
の
あ
る
諸
政
策
を
打
ち
出
す
こ
と
が

で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
と
く
に
、
長
い
間
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
の
政
策
の
特
徴
だ
っ
た
緊
縮
基
調
の
財
政
と
経

費
支
出
の
抑
制
が
大
幅
に
見
直
さ
れ
る
の
か
否
か
が

注
目
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
経
済
、
財
政
、
金
融
、
社

会
保
障
の
問
題
や
、
移
民
・
難
民
問
題
に
向
き
合
い

な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
と
は
一
味
違
っ
た
形
で
国
内
均

衡
と
国
際
均
衡
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
ろ
う
と
す
る
の
か

に
も
注
目
し
た
い
。

（
二
〇
二
三
年
一
月
二
日
北
大
副
学
長
の
吉
見
宏
北

大
経
済
学
部
教
授
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
吉
見
教

授
と
は
講
演
会
や
勉
強
会
の
場
、
テ
レ
ビ
出
演
で
ご

一
緒
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
頭
脳
明
晰
な
方

で
し
た
。鉄
道
に
造
詣
が
深
く
、「
指
宿
の
た
ま
て
箱
」

「
Ａ
列
車
で
行
こ
う
」「
あ
そ
ぼ
ー
い
」「
Ｓ
Ｌ
人
吉
」

な
ど
Ｊ
Ｒ
九
州
の
観
光
列
車
名
を
次
々
と
語
る
時
の

教
授
は
楽
し
そ
う
で
し
た
。
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し

上
げ
ま
す
）。

＜

よ
こ
や
ま　

じ
ゅ
ん
い
ち
・
北
海
学
園
大
学
名
誉
教
授＞
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限
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１
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